
カ
ラ
ダ
の
お
手
入
れ
を
し
て

元
気
な
毎
日
を
応
援
し
ま
す
！

14

昨
年
6
月
に
実
施
し
ま
し
た
「
栗
山
町

高
齢
者
実
態
調
査
」
の
結
果
、「
筋
骨
格
の

病
気
（
骨
粗
し
ょ
う
症
・
関
節
症
な
ど
）」

が
原
因
で
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
っ
た

人
が
、
約
5
人
に
1
人
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

「
腰
が
痛
い
、
ひ
ざ
が
痛
い
」
と
い
っ
た

身
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
は
、
50
歳
を
過
ぎ

る
と
急
増
し
ま
す
。
歳
を
重
ね
て
も
運
動
機

能
が
低
下
し
な
い
よ
う
、
65
歳
を
過
ぎ
た
ら

予
防
と
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

今
回
、
お
知
ら
せ
す
る
「
す
こ
や
か
運
動

教
室
」
は
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
体
を
動
か
し
て

い
な
い
方
で
も
、
無
理
な
く
参
加
で
き
る
内

容
で
す
。

◆
対

象　

65
歳
以
上
の
方

◆
内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
軽
い
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
健

康
相
談
な
ど

◆
持
ち
物　

運
動
靴
、
水
ま
た
は
お
茶
（
水

分
補
給
）、
汗
拭
き
タ
オ
ル

◆
利
用
料　

1
回
2
0
0
円

◆
日
程
・
会
場

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正
午
に
開
催

し
ま
す
。
9
月
ま
で
の
日
程
は
下
記
日

程
表
を
参
照
願
い
ま
す
。

◆
そ
の
他

治
療
中
の
病
気
や
ケ
ガ
が
あ
っ
た
り
、
体

調
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
医
師
に

相
談
し
て
か
ら
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
2
2
5
5

骨
や
関
節
、
筋
肉
な
ど
の
動
き
の
信
号
を

伝
え
る
神
経
が
衰
え
て
、「
立
つ
」「
歩
く
」

と
い
っ
た
動
作
が
困
難
に
な
り
、
要
介
護
や

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
そ
の

リ
ス
ク
が
高
い
状
態
の
こ
と
で
す
。
略
し
て

「
ロ
コ
モ
」
と
い
い
ま
す
。

ロ
コ
モ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
メ
タ
ボ
）
と
並
ぶ
健
康
問
題
と
し
て
、
最

近
注
目
さ
れ
て
い
る
新
し
い
考
え
方
で
す
。

メ
タ
ボ
の
原
因
が
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
で
あ

る
の
に
対
し
、
ロ
コ
モ
は
運
動
機
能
の
低
下

が
原
因
で
お
こ
り
ま
す
。
メ
タ
ボ
も
ロ
コ
モ

も
、健
康
寿
命
を
延
ば
す
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。
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現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

が
平
成
24
年
7
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
た
め
、
8
月
以
降
は
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

8
月
か
ら
減
額
認
定
証
交
付
の
対
象
に
な

る
方
へ
、申
請
の
ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。

入
院
中
（
入
院
予
定
）
の
方
は
、
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
と
、
7
月
末
に
新
し

い
減
額
認
定
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
減
額
認
定
証
の
対
象
対
象
と
な
る
の
は
、

次
の
区
分
Ⅰ
か
、
区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る
方
で

す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医
療
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
医
療
費
を
半
年
ご
と
に
ま
と
め
、
ご

希
望
の
方
を
対
象
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
次
回
の
発
行
は
、
９
月
（
平
成

24
年
１
月
～
６
月
の
医
療
費
を
対
象
）
に
行

い
ま
す
。

新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
手
数

で
す
が
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ま
た
は
町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ

ル
ー
プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
ご

連
絡
だ
け
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

◆
す
で
に
「
発
行
希
望
」
の
ご
連
絡
を
い
た

だ
い
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
継
続

し
て
発
行
し
ま
す
の
で
、
再
度
の
ご
連
絡

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
診
年
月
、診
療
を
受
け
た
医
療
機
関
名
、

診
療
区
分
、
日
数
、
医
療
費
の
総
額
（
10

割
の
金
額
）
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
医
療
費
通
知
を
確
定
申
告
な
ど
の
「
医
療

費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り
と
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

医
療
費
通
知
の
発
行

を
希
望
さ
れ
る
方
へ

新しい減額認定証
（色は薄いオレンジ）

すこやか運動教室

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）
と
は
？

次
の
７
つ
の
項
目
の
う
ち
ひ
と
つ
で
も
当

て
は
ま
れ
ば
ロ
コ
モ
が
疑
わ
れ
ま
す
。

□
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い

□
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る

□
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ
る

□
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い

□
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い

□
２
㌕ 

程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰
る

の
が
困
難
で
あ
る

□
家
の
中
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
の

使
用
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
が
困

難
で
あ
る

※
該
当
項
目
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、「
す
こ
や

か
運
動
教
室
」
で
一
緒
に
運
動
し
ま
し
ょ

う
！

す
こ
や
か
運
動
教
室
に
つ
い
て

自
分
で
チ
エ
ッ
ク
！

思
い
あ
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

会場／開催月 7 月 8 月 9 月
総合福祉センター

「しゃるる」 20 日
3 日

24 日
21 日

角田農村環境改善
センター 13 日 14 日

カルチャープラザ
「Ｅｋｉ」

6 日
27 日

17 日
31 日

7 日
28 日

南部公民館 1 月～ 3 月実施

すこやか運動教室開催日程表
（9 月開催分まで）

※開催はすべて金曜日の午前 10 時～正午まで

減
額
認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）

区分Ⅰ

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る

方
の
う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

○
世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円
の
方
（
公

的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、
そ
の
受

給
額
が
８
０
万
円
以
下
の
方
）

○
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

区分Ⅱ

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
方

■
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目

国
保
会
館
６
階

☎
0
1
1
（
2
9
0
）
5
6
0
1

■
町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
8

問

い
合

わ
せ
先

　
こ
ん
に
ち
は
。

㈳
栗
山
青
年
会

議
所
の
北
野
数

馬
で
す
。

　
「
く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
」
が
8
月
18
日
土
曜
日
に
栗
山

公
園
で
開
催
す
る
こ
と
が
、
決
定
い
た

し
ま
し
た
！
「
栗
山
を
中
心
と
し
た
南

空
知
の
恵
ま
れ
た
種
類
豊
富
な
農
産

物
」・「
飲
食
店
を
中
心
と
し
た
加
工
品

の
数
々
」・「
こ
の
豊
か
さ
を
地
域
か
ら

も
っ
と
も
っ
と
発
信
を
し
て
い
き
た

い
」
そ
ん
な
想
い
で
始
ま
っ
た
マ
ル

シ
ェ
も
三
年
目
を
迎
え
、
今
年
は
な
ん

と
栗
山
英
樹
監
督
公
認
の
「
栗
山
監
督

杯
争
奪
！
う
ま
い
も
ん
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
開
催
が
決
定
。
栗
山
の
食
材
を
活
用

し
た
逸
品
を
各
出
店
舗
が
プ
ラ
イ
ド
を

か
け
て
出
品
い
た
し
ま
す
。
グ
ラ
ン
プ

リ
を
決
め
る
の
は
ご
来
場
者
み
な
さ
ん

の
投
票
で
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
品
は
後

日
、
監
督
に
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
争
い
の

最
中
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
気
持
ち
を
添
え
て
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
ん
に
ち
わ
！
私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑥

今
年
も
や
り
ま
す
！

「
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」

そ
の
他
、
一
粒
一
粒
が
ぷ
り
っ
ぷ
り

の
「
朝
も
ぎ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
」
の
販
売
、

軽
ト
ラ
い
っ
ぱ
い
の
お
野
菜
を
「
袋
詰

め
放
題
」、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
札
幌

発
！
ア
イ
ド
ル
「
ウ
ィ
ハ
イ
」
の
ラ
イ

ブ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
楽
し
い
企
画
が
満
載

で
す
。
ご
家
族
・
お
友
達
・
カ
ッ
プ
ル

で
栗
山
の
豊
か
な
「
食
」
を
満
喫
で
き

る
１
日
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ

こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
「
く
り
や
ま
マ

ル
シ
ェ
」
ぜ
ひ
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
開
催
概
要
】

◆
開
催
日

　

8
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

雨
天
順
延

◆
会

場　

栗
山
公
園　

特
設
会
場

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
青
年
会
議
所　

西
田

☎
0
9
0
（
5
2
2
1
）
0
2
2
5

　

頑張りすぎない、 らくらく体操！

カ
ラ
ダ
の
お
手
入
れ
を
し
て

元
気
な
毎
日
を
応
援
し
ま
す
！



　

平
成
21
年
７
月
13
日
に
本
町
で
起
き
た
痛

ま
し
い
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
。
そ
の

後
も
飲
酒
運
転
の
検
挙
者
が
絶
え
な
い
状
況

で
す
。

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
被
害
者

家
族
は
も
と
よ
り
加
害
者
や
そ
の
家
族
ま
で

不
幸
に
陥
れ
ま
す
。『
少
し
ぐ
ら
い
飲
ん
で

も
大
丈
夫
』『
こ
れ
ぐ
ら
い
な
ら
問
題
な
い
』

な
ど
の
認
識
の
甘
さ
か
ら
、
と
り
か
え
し
の

つ
か
な
い
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

地
域
、
職
場
、
家
庭
で
「
飲
酒
し
た
ら
運

転
し
な
い
」「
運
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な

い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど
へ

出
か
け
る
場
合
は
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
人

（
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
）

を
決
め
、

そ
の
人
が

仲
間
を
自

宅
ま
で
送

り
届
け
る

よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
根
絶
！

｢

飲
酒
運
転
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い｣

　

道
内
の
暴
力
団
は
、
暴
力
団
排
除
気
運
の

高
ま
り
に
よ
り
社
会
か
ら
の
孤
立
化
が
進
ん

で
い
る
一
方
、
組
織
の
維
持
・
拡
大
の
た
め

組
織
の
系
列
化
と
不
透
明
化
を
図
り
な
が

ら
、
巧
み
に
資
金
獲
得
活
動
を
潜
在
化
さ
せ

て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
、
学
校
の
夏
休
み
期
間
に
合

わ
せ
て
「
夏
の
暴
力
追
放
運
動
」
を
実
施
し

ま
す
。
青
少
年
を
犯
罪
や
非
行
か
ら
守
り
、

暴
力
団
の
資
金
源
を
絶
つ
た
め
、
関
係
機
関

が
実
施
す
る
取
り
締
ま
り
や
各
種
活
動
と
連

動
さ
せ
た
暴
力
追
放
の
道
民
運
動
を
道
内
全

域
に
お
い
て
強
力
に
推
進
し
、「
５
な
い
運

動
」
を
展
開
し
ま
す
。

◆
期

間　

７
月
21
日
㈯
～
８
月
20
日
㈪

◆
重
点
目
標

・
暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活
動
の
実
態

周
知
と
被
害
防
止

・
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響
排
除
と
環

境
の
浄
化

◆
５
な
い
運
動

①
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

②
暴
力
団
に
資
金
を
提
供
し
な
い

③
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

④
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

⑤
泣
き
寝
入
り
し
な
い

平
成
24
年
度

「
夏
の
暴
力
追
放
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
！

節
電
の
期
間
お
よ
び
時
間

ご
家
庭
で
の
節
電
方
法

も
し
、
計
画
停
電
に
な
っ
た
ら

　

初
期
救
急
医
療
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
の
職

員
に
よ
る
「
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
日

時　

７
月
5
日
㈭
～
11
日
㈬
ま
で
の
７
日
間

平
日　

午
後
５
時
～
10
時

土
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

◆
場

所

栗
山
赤
十
字
病
院
救
急
外
来
窓
口

◆
内

容

調
査
時
間
に
受
診
さ
れ
た
患
者
や
付

添
者
に
保
健
師
が
聞
き
取
り
調
査
を
し

ま
す
。

×  

夜
の
ほ
う
が
す
い
て
い
そ
う
だ
か
ら

×  

昼
間
は
仕
事
や
用
事
が
あ
る
か
ら
夜
に
行
く

救
急
医
療
の
実
態
を
調
査
し
ま
す

「
救
急
外
来
」
の
適
切
な
受
診

を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　　

今
年
の
夏
は
、
全
国
的
な
電
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、北
海
道
に
お
い
て
も
、

泊
原
子
力
発
電
所
の
運
転
再
開
が
不
透
明
で

あ
り
、
夏
期
に
お
け
る
電
力
不
足
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
北
海
道
電
力
よ
り
道
内

各
自
治
体
に
対
し
て
節
電
の
要
請
が
あ
り
、

７
％
の
節
電
が
達
成
で
き
な
い
場
合
は
、
昨

年
、
関
東
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
計
画
停

電
を
、
こ
の
北
海
道
で
も
実
施
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

節
電
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
料
金
の

節
約
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
温
暖
化
防

止
な
ど
の
環
境
問
題
の
改
善
や
、
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
の
確
立
な
ど
に
も
役
立
ち
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
次
の
通

り
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
７
月
23
日
㈪
～
９
月
７
日
㈮

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
お
盆
の
期
間
（
８
月
13
日
～
15

日
）
は
除
き
ま
す
。

◆
９
月
10
日
㈪～

９
月
14
日
㈮

午
後
５
時
～
午
後
８
時
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【
テ
レ
ビ
】

画
面
の
明
る
さ
を
抑
え
、
省
エ
ネ
モ
ー
ド

に
切
り
替
え
る
。
テ
レ
ビ
を
見
な
い
と
き

は
、
主
電
源
で
こ
ま
め
に
電
気
を
消
す
。

【
照　

明
】

不
要
な
照
明
は
、
こ
ま
め
に
消
す
。
点
灯

す
る
時
間
を
遅
ら
せ
る
。

【
冷
蔵
庫
】

設
定
温
度
を
中
や
弱
に
上
げ
る
。
扉
の
開

閉
を
減
ら
し
、
詰
め
込
ま
な
い
。

【
温
水
洗
浄
便
座
】

設
定
温
度
を
下
げ
、
長
時
間
使
わ
な
い
と

き
は
電
源
を
切
る
。

【
炊
飯
ジ
ャ
ー
】

早
朝
タ
イ
マ
ー
で
1
日
分
ま
と
め
炊
き

し
、
冷
蔵
庫
で
保
管
し
、
保
温
を
し
な
い
。

【
パ
ソ
コ
ン
】

こ
ま
め
に
電
源
を
切
る
。
節
電
機
能
を
活

用
す
る
。

【
掃
除
機
】

モ
ー
タ
ー
に
負
荷
を
か
け
な
い
よ
う
集
塵

パ
ッ
ク
を
適
宜
取
り
替
え
る
。

【
電
気
ポ
ッ
ト
】

保
温
を
避
け
、
必
要
な
時
に
再
沸
騰
さ
せ

る
。
長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

【
洗
濯
機
】

容
量
の
８
割
を
目
安
に
ま
と
め
洗
い
を

し
、
使
用
回
数
を
減
ら
す
。

【
エ
ア
コ
ン
】

室
温
を
28
℃
に
設
定
す
る
。
使
用
を
最
小
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道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は
、
5

月
末
現
在
66
人
（
前
年
比
＋
21
人
）
と
大
幅

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、
自
動
車
等
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
す
。
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

実
践
し
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
を
防
止
し
、
夏
場
に
多
い
二

輪
車
の
交
通
事
故
の
抑
止
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

◆
期

間　

７
月
19
日
㈭
～
７
月
28
日
㈯

◆
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死

～ 

め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海
道 

～

◆
５
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
二
輪
車
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
○
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

○
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

生
活
と
環
境

夏
の
交
通
安
全
運
動
が始ま

り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

限
に
と
ど
め
、
扇
風
機
を
活
用
す
る
。

【
待
機
電
力
】

リ
モ
コ
ン
で
な
く
、
本
体
の
主
電
源
を
切

る
。
長
時
間
使
用
し
な
い
場
合
は
、
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
。

電
力
不
足
の
恐
れ
が
高
ま
る
と
、
前
日
夕

か
ら
当
日
朝
に
か
け
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で

知
ら
さ
れ
ま
す
。

計
画
停
電
は
、
原
則
１
日
２
時
間
ま
で
に

な
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
に
お
け
る
機
器
の

電
源
確
保
の
問
題
や
、
一
般
道
の
信
号
機
が

消
え
る
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
直
接
影
響

が
出
ま
す
。
な
ん
と
か
「
計
画
停
電
」
は
避

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
環
境
生
活
課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
1
0

★節電キャンペーン★
2,000 円のくりやまギフトカード進呈

　町は、節電対策を推進するため、7 月・8
月に町内の小売店で LED 照明を 4,000 円以
上購入した町内在住の世帯主を対象に 2,000
円分のくりやまギフトカードを進呈いたし
ます。1 世帯当たり 1 回を限度とし、事業所
は対象外。「町内に在住していることを証明
するもの」と「LED 照明を購入したことが
分かるレシートか領収書」を持ってまちの
駅栗夢プラザで引き換えします。

節
電
節
電

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

今年の夏は
くりやま独自の

節電キャンペーン
実施中★

　詳しくは下記を参照
願います！
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【
平
成
24
年　

第
3
回
栗
山
町
議
会
臨
時
会
】

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更

栗
山
小
学
校
の
給
水
設
備
老
朽
化
対
策
に

係
る
、
主
要
事
業
の
追
加
１
件
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
６
３
５
万
５
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
72
億
６
２
３
５
万
５
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
栗
山
町
集

落
再
編
成
奨
励
金
に
係
る
補
正
で
す
。

【
平
成
24
年　

第
4
回
栗
山
町
議
会
定
例
会
】

▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更

ご
み
処
理
体
制
の
整
備
に
係
る
、
主
要
事
業

と
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
更
新
事
業
な

ど
、
新
た
に
追
加
実
施
す
る
主
要
事
業
４
件

と
、
事
業
期
間
の
変
更
を
す
る
主
要
事
業
２

件
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
５
２
６
２
万
４
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
73
億
１
４
９
７
万
９
千
円

と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
エ
ゾ
シ
カ

侵
入
防
護
柵
の
修
繕
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
23
万
１
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
18
億
６
１
４
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
、
総
務
費
に
お
き
ま
し
て
、
国
民
健
康

議

案

第 3回栗山町議会臨時会（5月 22日招集）および
第 4回栗山町議会定例会（6月 19日招集）において

次の議案が審議されました。

　　　　　　　　　

保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
24
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
１
３
３
万
６
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
億
３
９
２
０
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
、
緊
急
再
就
職
訓
練
事
業
の
追

加
お
よ
び
校
舎
の
下
水
道
切
替
工
事
に
よ

る
修
繕
料
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
暴
力
団
の
排
除
の
推
進
に
関
す
る
条
例

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
施
策
の
基
本
的
事

項
を
定
め
、
町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
を

確
保
し
、
地
域
経
済
の
健
全
な
発
展
お
よ
び

青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
交
流
プ
ラ
ザ
設
置
条
例

効
率
的
・
効
果
的
な
活
用
を
図
る
べ
く
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、
交
流
プ
ラ
ザ
を

公
の
施
設
と
位
置
付
け
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
に
併
せ
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
条
例
案
は
産
業
福
祉
常
任
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

▼
外
国
人
登
録
法
の
廃
止
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
外
国
人
登

録
法
に
基
づ
く
規
定
を
引
用
し
て
い
る
条

文
な
ど
の
整
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
関
係

条
例
の
整
理
を
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
年
金
所

得
者
で
年
金
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な

か
っ
た
者
で
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
を
受
け
る

た
め
の
町
民
税
申
告
書
の
提
出
を
不
要
と

す
る
も
の
で
す
。

▼
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
変
更

事
務
所
移
転
に
伴
い
所
在
地
や
、
組
合
に
対

す
る
経
費
の
支
払
い
方
法
に
変
更
が
生
じ

る
こ
と
か
ら
、
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
規

約
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
財
産
の
取
得

老
朽
化
に
伴
い
、
除
雪
業
務
用
の
ロ
ー
タ
リ

除
雪
車
を
３
６
２
５
万
１
千
２
５
０
円
で

更
新
す
る
も
の
で
す
。

▼
松
栄
団
地
12
Ａ
棟
新
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　
　

８
９
２
５
万
円

業　
　

者　
　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
松
栄
団
地
12
Ｂ
棟
新
築
主
体
工
事
の
請
負
契
約

契
約
金
額　
　

7
7
7
0
万
円

業　
　

者　
　

朝
日
産
業
株
式
会
社

【
平
成
24
年　

第
3
回
栗
山
町
議
会
臨
時
会
】

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）
の
専
決
処
分

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
３
０
９
１
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
78
億
７
５
５
７
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
、
町
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
確
定
見
込
み
に
よ
る

補
正
と
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加
に

係
る
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
専
決
処
分

法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
宅
地
等
の

議会の動き
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固
定
資
産
税
の
特
例
を
平
成
26
年
度
ま
で

延
長
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分

法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
宅
地
等
の

都
市
計
画
税
の
特
例
を
平
成
26
年
度
ま
で

延
長
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分

法
律
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
特
定
居
住

用
財
産
の
買
換
え
特
例
に
つ
い
て
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
居
住
用
財
産
が
滅
失
し
た

場
合
、
適
用
期
限
を
延
長
す
る
も
の
で
す
。

【
平
成
24
年　

第
4
回
栗
山
町
議
会
定
例
会
】

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

農
林
水
産
業
費
の
道
営
杵
臼
南
部
地
区
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
ほ
か
５
事
業
で
、

年
度
内
の
執
行
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
平

成
24
年
度
に
繰
越
す
る
も
の
で
す
。

▼
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
保

育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

▼
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
積
極
的

な
展
開
に
関
す
る
意
見
書

以
上
２
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提
出

さ
れ
ま
す
。

報

告

意
見
書

※
敬
称
略

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

◆
勤
続
章

伊
藤
三
也
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

小
野
寺
均
（
第
３
分
団
部
長
）

板
東
晴
彦
（
消
防
本
部
消
防
司
令
）

三
田
文
彦
（
消
防
署
消
防
司
令
）

永
坂
孝
弘
（
消
防
署
消
防
司
令
）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◆
感
謝
状
（
退
団
者
）

藤
本
光
行
（
元
第
２
分
団
部
長
）

◆
功
績
章

田
鎖
充
雄
（
第
１
分
団
分
団
長
）

◆
精
績
章

鈴
木
英
雄
（
第
３
分
団
分
団
長
）

椛
澤
正
則
（
第
１
分
団
部
長
）

◆
勤
労
章

黒
河
一
也
（
第
１
分
団
部
長
）

塩
見　

望
（
第
１
分
団
班
長
）

川
畑
憲
吾
（
第
2
分
団
班
長
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

伊
藤
三
也
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

小
野
寺 

均
（
第
３
分
団
部
長
）　　
　

◆
精
勤
章
（
勤
続
20
年
）

橋
元　

治
（
第
2
分
団
班
長
）

村
岡
信
春
（
第
3
分
団
班
長
）

高
杉
文
浩
（
第
１
分
団
団
員
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

藤
森
洋
貴
（
第
2
分
団
班
長
）

則
武
悠
司
（
第
2
分
団
団
員
）

中
島
豊
浩
（
第
3
分
団
団
員
）

団
長
表
彰

◆
感
謝
状
（
退
団
者
）

上
坂
聡
介
（
元
第
1
分
団
団
員
）

◆
功
績
章

藤
森
洋
貴
（
第
2
分
団
班
長
）

村
岡
信
春
（
第
3
分
団
班
長
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

蛯
名
勇
人
（
第
1
分
団
班
長
）

村
上　

渉
（
第
1
分
団
団
員
）

大
旗　

修
（
第
1
分
団
団
員
）

田
中
一
寿
夫
（
第
2
分
団
団
員
）

高
野
龍
一
（
第
2
分
団
団
員
）

橋
本
克
己
（
第
3
分
団
団
員
）

◆
精
勤
章
（
勤
続
5
年
）

鈴
木　

修
（
第
1
分
団
団
員
）

原
口
宜
大
（
第
1
分
団
団
員
）

蛇
谷
慎
也
（
第
2
分
団
団
員
）

増
田
忠
宏
（
第
2
分
団
団
員
）

水
上
信
吾
（
第
2
分
団
団
員
）

伊
藤
寛
人
（
第
3
分
団
団
員
）

安
藤
一
也
（
第
3
分
団
団
員
）

岡
村
貴
義
（
第
3
分
団
団
員
）

◆
優
秀
章

瀬
尾
正
樹
（
第
2
分
団
班
長
）

藤
島
利
充
（
第
2
分
団
団
員
）

柳　

哲
輔
（
第
1
分
団
団
員
）

仲
井
浩
祐
（
第
1
分
団
団
員
）

不
破　

潤
（
第
3
分
団
団
員
）

猪
熊
政
信
（
第
3
分
団
団
員
）

高
桑
政
勝
（
第
3
分
団
団
員
）

平
成
24
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
表
彰
者
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保
険
制
度
に
お
け
る
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

を
図
る
た
め
策
定
し
た
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
24
年
度
～
26
年
度
）
に
基
づ

い
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。
詳
細
は
左
記
の

表
を
参
照
願
い
ま
す
。

保
険
料
段
階
と
介
護
保
険
料
は
、
本
人
と

世
帯
員
の
前
年
の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
、
７
月
中
旬
に
発
送
す
る
「
介
護
保
険

料
納
付
通
知
書
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ  

☎
�
7
5
0
5

岐
阜
県
多
治
見
市
で
行
わ
れ
た
緑
内
障
調

査
で
は
、
40
歳
以
上
の
な
ん
と
20
人
に
1
人

は
緑
内
障
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

で
て
お
り
ま
す
。
70
歳
以
上
の
方
は
も
っ
と

多
く
、
20
人
に
７
～
８
人
に
1
人
は
緑
内
障

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

栗
山
町
の
40
歳
以
上
の
人
口
は
8
8
3
4

人
で
、
仮
に
20
人
に
1
人
が
緑
内
障
と
す
る

と
、
4
4
1
・
7
人
と
な
り
ま
す
。
と
て
も

多
く
の
方
が
緑
内
障
に
な
っ
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
緑
内
障
に
な
っ
て
い

て
も
最
初
は
自
覚
も
な
く
、
症
状
も
で
ま
せ

ん
。
多
治
見
市
で
の
調
査
で
は
緑
内
障
が
見

つ
か
っ
た
人
の
９
割
く
ら
い
は
ま
っ
た
く
症

状
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
緑

内
障
を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め
に
は
緑
内
障

の
検
診
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
緑
内
障
の
原
因
で
す
が　

生

ま
れ
つ
き
の
も
の
（
先
天
性
）
や
、
外
傷
に

よ
る
も
の
（
外
傷
性
緑
内
障
）、
水
晶
体
が
大

き
く
な
っ
た
り
溶
け
た
り
し
て
な
る
も
の
（
水

晶
体
起
因
性
緑
内
障
）、
ス
テ
ロ
イ
ド
に
よ
る

も
の
（
ス
テ
ロ
イ
ド
緑
内
障
）、
糖
尿
病
網
膜

症
や
網
膜
中
心
静
脈
閉
塞
症
な
ど
の
眼
底
の

血
管
閉
塞
か
ら
な
る
も
の
（
血
管
新
生
緑
内

障
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
一
番
大
き
な

原
因
は
加
齢
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
家
系

に
緑
内
障
の
方
が
い
る
場
合
、
普
通
の
人
の

数
倍
は
緑
内
障
に
な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
に
関
し
て
は
、
小

さ
な
お
子
様
で
も
皮
膚
科
で
ス
テ
ロ
イ
ド
軟

健康のコラム

health columu

栗山さいとう眼科院長

こ
う
を
も
ら
っ
て
い
た
り
、
耳
鼻
科
で
ス
テ

ロ
イ
ド
の
点
鼻
薬
を
も
ら
っ
て
い
た
り
、
眼

科
以
外
で
ス
テ
ロ
イ
ド
の
点
眼
を
も
ら
っ
て

い
た
り
、　

ス
テ
ロ
イ
ド
の
内
服
を
長
期
に
も

ら
っ
て
い
た
り
す
る
と
目
の
自
覚
症
状
が
な

く
て
も
、
眼
圧
が
あ
が
り
緑
内
障
に
な
っ
て

い
る
患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き

点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
非
常
に
多
い
緑
内
障
で
す
が
、

緑
内
障
は
日
本
で
も
っ
と
も
多
い
失
明
原
因

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
は
糖
尿
病
網
膜

症
が
失
明
原
因
の
１
位
で
し
た
が
糖
尿
病
の

治
療
の
進
歩
、
糖
尿
病
網
膜
症
の
治
療
の
進

歩
で
現
在
は
２
位
と
な
り
ま
し
た
。（
図
２
参

照
）

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

齋藤　秀
ひでふみ

文　

目
の
病
気　

緑
内
障
に
つ
い
て
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●
緑
内
障
は
日
本
の
失
明
原
因
の
第
一
位

●
意
外
と
多
い
緑
内
障

●
緑
内
障
の
原
因

緑
内
障
は
そ
も
そ
も
ど
う
い
っ
た
病
気
な

の
で
し
ょ
う
か
？
一
言
で
言
い
ま
す
と
、
眼

球
内
の
神
経
が
弱
く
な
る
病
気
で
す
。

よ
く
、
白
内
障
と
名
前
が
似
て
い
る
の
で

比
較
さ
れ
ま
す
が
、
白
内
障
は
眼
球
内
の
水

晶
体
と
い
う
レ
ン
ズ
の
部
分
が
濁
る
病
気

で
、
こ
れ
を
き
れ
い
に
し
て
人
工
の
レ
ン
ズ

を
入
れ
る
と
視
力
は
改
善
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
し
か
し
緑
内
障
に
関
し
て
は
眼
球
内

の
神
経
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
病
気
で
す

か
ら
、
神
経
を
交
換
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
神
経
が
弱
く
な
る
と
、
弱
っ
た
部
分

が
見
え
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
視
野
障
が

い
と
い
っ
て
、
最
初
は
両
目
で
み
て
い
る
た

め
に
片
目
の
視
野
に
異
常
が
あ
っ
て
も
、
な

か
な
か
自
分
で
は
気
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。健

康
の
コ
ラ
ム
「
目
の
病
気
、
緑
内
障
に

つ
い
て
」
は
、
次
号
に
続
き
ま
す
。

次
回
、
緑
内
障
の
具
体
的
な
診
察
事
例
や
、

検
査
、
治
療
方
法
に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま

す
。

12％

9％

6％

3％

40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳
以上

40 歳
以上

2.30％

3.02％

7.89％

13.11％

5.00％

●
緑
内
障
と
は
ど
ん
な
病
気
？

緑内障
24.6％

その他
31.9％

糖尿病網膜症
20.0％

網膜色素
　変性症
　13.7％

黄斑
 変性症
 9.8％

図
１　

岐
阜
県
多
治
見
市　

緑
内
障
調
査
結
果

図
２　
　

疾
病
別
失
明
原
因
割
合

訂
正
と
お
詫
び

広
報
く
り
や
ま
６
月
号
「
健
康
の
コ
ラ
ム
」

の
、
さ
い
と
う
眼
科
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

誤　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
７
０
０
６

正　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

�
７
０
０
４
↓

65
歳
以
上
の
方
の
平
成
24
年
度
か
ら
26
年

度
分
の
介
護
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た
。

基
準
月
額
が
４
０
８
１
円
か
ら
４
８
７
９

円
（
７
９
８
円
増
額
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

第
５
段
階
と
第
６
段
階
の
区
分
と
な
る
合
計

所
得
金
額
を
２
０
０
万
円
か
ら
１
９
０
万
円

に
変
更
し
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
と
し
て
、

第
３
段
階
に
軽
減
段
階
を
新
設
し
ま
し
た
。

同
保
険
料
は
、
介
護
保
険
事
業
の
健
全
か

つ
円
滑
な
運
営
を
目
指
す
と
と
も
に
、
介
護

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
義
務
は
世
帯

主
に
あ
り
ま
す
。
世
帯
主
が
職
場
の
健
康

保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、

ほ
か
の
家
族
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
れ
ば
、
世
帯
主
あ
て
に
納
税
通
知
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
を
し
た
場
合

や
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
り
、

や
め
た
り
し
た
場
合
は
、
14
日
以
内
に
国

民
健
康
保
険
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

学
生
用
の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
て
い
る

方
で
、
学
校
を
卒
業
し
た
り
、
就
職
し
て

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
し
た
月
か

ら
課
税
さ
れ
る
た
め
、
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
１
回
に
納
め
る
税
金
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
届
け
出
は
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

【
税
金
に
関
す
る
こ
と
】

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
0
5

【
資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と
】

町
住
民
福
祉
課
住
民
・
国
保
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
8

介
護
保
険
料

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ
！

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

納
税
通
知
書
は
、

7
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す

段階区分 段階区分 対象となる被保険者
（65 歳以上の方）

年 間
保険料額

第１段階
基 準 額 の
0 . 5 倍

生活保護を受給されて
いる方、老齢福祉年金
受給者で世帯全員が住
民税非課税の方

29,200 円

第 2 段階
基 準 額 の

0 . 5 倍

世帯全員が住民税非課
税で合計所得金額＋課
税年金収入額が 80 万
円 / 年以下の方

29,200 円

第 3 段階

（軽減）

基 準 額 の

0 . 6 3 倍

世帯全員が住民税非課
税で合計所得金額＋課
税年金収入額が 120 万
円 / 年以下の方

36,800 円

第 3 段階
基 準 額 の

0 . 7 5 倍

世帯全員が住民税非課
税で第 1 段階・第２段
階・第３段階 軽減に該
当しない方

43,800 円

第 4 段階

（軽減）

基 準 額 の

0 . 8 8 倍

住民税課税世帯で本人
が非課税、合計所得金
額＋課税年金収入額が
80 万円 / 年以下の方

51,400 円

第 4 段階 基 準 額
住民税課税世帯で本人
が非課税、第４段階 軽
減に該当しない方

58,500 円

第 5 段階
基 準 額 の

1 . 2 5 倍

本人が住民税を課税さ
れており、合計所得が
１９０万円未満の方

73,100 円

第 6 段階
基準額の

1.5 倍

本人が住民税を課税さ
れており、合計所得が
１９０万円以上の方

87,700 円

町
で
は
、
国
保
加
入
者
の
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
医
療
費
の
適
正
化
の
推
進
、
健
康
増

進
事
業
の
強
化
を
図
り
、
医
療
費
の
抑
制
に

努
め
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
つ
い
て
も
、
基
金
を
活
用

し
、
健
康
保
険
税
の
税
率
に
加
え
、
限
度
額
も
、

昨
年
と
同
額
に
据
え
置
き
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税

平
成
24
年
度
は
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
据
え
置
き
ま
す

納
税
通
知
書
は
、

7
月
中
旬
に
お
届
け
し
ま
す

区分 医療分 後 期 高 齢 者
支 援 金 分

介　　護
納付金分

所得割 8.2% 2.2% 1.5%

資産割 25.0% 5.0% 3.0%

均等割 24,000 円 6,500 円 6,500 円

平等割 32,000 円 8,500 円 8,500 円

限度額 510,000 円 140,000 円 120,000 円

平成 24 年度　国民健康保険税

国
保
の
加
入
・
脱
退

の
届
け
出
は
14
日
以
内
に
！

平成 24 年度　介護保険料



　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
児
童
セ
ン
タ
ー

内
）
で
は
、
子
育
て
に
関
係
す
る
講
座
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
子
育
て
家
庭
を
支
援

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　

安
全
に
楽
し
く
、
子
ど
も
と
接
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
「
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
な
方
、
子
育
て
家
庭

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

お
考
え
の
方
、
子
育
て
に
ち
ょ
っ
と
一
息

つ
い
た
先
輩
マ
マ
さ
ん
、
一
緒
に
「
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

　

研
修
終
了
後
、
登
録
を
し
て
い
た
だ
き

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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◇
講
座
内
容

　

３
日
間
で
１
日
２
時
間
。
計
６
時
間
受

講
。
詳
し
い
内
容
・
日
程
は
下
記
を
参
照

く
だ
さ
い
。

【
対　

象
】

　

町
内
在
住
・
在
勤
で
地
域
に
お
け
る
子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
意
欲
の

あ
る
方
。

【
保　

険
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
２
８
０
円

＊
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
に
つ
い
て
は
電

話
連
絡
い
た
し
ま
す
。

●
子
育
て
講
演
会
、子
育
て
講
座
の
託
児
。

●
児
童
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
で
の

親
子
と
の
交
流
や
支
援
。

●
子
育
て
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
の

託
児
や
お
手
伝
い
。

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

主
な
活
動
内
容
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てってって広場
～栗山公園で親子遊びしませんか～
日時／ 7月3 日㈫ 10：30 ～
  

水彩画同好会 20 周年作品展
～水彩画同好会会員６人による力作水
彩の優しくて柔らかい色彩をお楽しみ
ください～
日程／ 7月6 日㈮～ 23 日㈪

初めてのおつかい
（子育て応援事業）

～パパ・ママに頼まれた “ はじめての
おつかい ” きちんとできるでしょう
か？～
日時／ 7月7 日㈯・8 日㈰ 10：00 ～
  

夏まつり栗夢プラザ催し物
～栗山手打ちそば愛好会によるおいしい
おそばを、ぜひ、ご賞味ください～
日時／ 7月20 日㈮・21 日㈯

ミニＳＬ・電車展を見にいこう！
～坂井菊二郎さんコレクションの電車
がいっぱい！～
日程／ 7月23 日㈪～ 8 月 19 日㈰

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
7 月は 6日･13日・20日・27日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間（平日）     9：30 ～ 17：30
　〃（土・日・祝）  10：00 ～ 17：00

７ 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより 7 月号　vol.52

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ �0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

「携帯持ってATMに行って」は詐欺！

栗山公園の 7月のイベント

ま ち の ひ ろ ば

　「医療費を還付します」などと、高齢者を狙った振り込め詐欺が増
えています。携帯電話を持ってショッピングセンターやコンビニなど
の現金自動預払機（ＡＴＭ）に行くよう指示され、携帯電話から指示
されるまま、認識のないままに預金を引き出されてしまうものです。
　被害対策が強化された金融機関ではなくショッピングセンターやコ
ンビニなどに誘導されるケースが特徴ですので、「携帯電話を持って
ＡＴＭに行って」と言われたら振り込め詐欺と思ってください。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
来
所
か
電
話

で
7
月
27
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
�
１
２
８
０

＊
３
日
間
受
講
さ
れ
た
方
に
は
受
講
証
を

発
行
し
ま
す
。

日　時 研修内容・講師 場　所

8 月 20 日㈪ 10:00
～ 12:00

オリエンテーション・自己紹介
【講話】

子育ての現状～今・昔
【講師】

子育て支援センター職員

総合福祉センター
「しゃるる」

8 月 22 日㈬

10:00
～ 11:00

【実技】
手遊び、わらべうた・絵
本の読み聞かせ

【講師】
子育て支援センター職員

総合福祉センター
「しゃるる」

11:00
～ 12:00

【実習】
子どもの事故～その対応
と予防～

【講師】
栗山消防署職員

総合福祉センター
「しゃるる」

8 月 24 日㈮

10:00
～ 11:30

【実習】
子育てサロンの体験

【講師】
子育て支援センター職員 子育て支援センター

（児童センター）

11:30
～ 12:30

子育てボランティアの心構え
受講証書交付

【講師】
子育て支援センター職員

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

講座日程表

面談場所は、ご都合に合わせる
ことが可能です。電話相談も
行っております。お気軽にご
相談ください。秘密厳守

匿名可

　７月のイベントは４月になかよし動物園で産まれた 10 羽
のうさぎの赤ちゃん誕生記念として「う
さぎクイズ」を開催します！
　なかよし動物園内にあるクイズに答え
ると素敵なプレゼントがもらえるよ！
ぜひみんなでチャレンジしてください！

還付金詐欺が近隣で急増

■同様の手口による被害（北海道新聞見出し）
【石狩・恵庭・千歳】還付金詐欺　暗躍再び＊警戒手薄コンビニ悪用
【江別】市職員名乗り「還付金」＊近隣の詐欺と同様の手口
【旭川】還付金詐欺被害相次ぐ＊「不審電話に注意」
【札幌】「還付金ある」にご注意＊職員装う不審電話続く
【苫小牧】振り込め詐欺多発＊５月末で被害総額昨年上回る

7 月 1 日から
　31 日まで

★８月イベント予告★
８月１８日㈯  

・くりやまマルシェ
・栗山公園こどもまつり


